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第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果
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。
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光
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菜
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催
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。

設
問

点
差
策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

47

48

（
28
）�

母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

-1

45

45

43

+2

（
27
）�

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
の
保
健
医
療
の
充
実

36

2823

弟子屈町の子どもたちに明るい未来を
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「町民アンケート」
　
町
で
は
「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
進
捗
状
況
を
評
価
す
る
行
政
評
価
を
実
施

し
て
お
り
、
そ
の
成
果
指
標
と
す
る
た
め
に
、

毎
年
度
「
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い

ま
す
。
今
年
５
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
と
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま

え
て
行
わ
れ
た
「
行
政
評
価
」の
結
果
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
的
／�

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合
計
画

の
達
成
度
を
測
る
指
標
の
現
状
を
調

査
す
る
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象
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為
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抽
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し
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１
０
０
０
人

期
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５
月
21
日
発
送
、
回
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期
限
を
６
月

８
日
に
設
定

回
答
率
／
35
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７
％

実

施

内

容

評

価

方

法

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
設
問（
問
８
、
問
10
）に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
大
変
満
足

「
５
」、
満
足
「
４
」、
ふ
つ
う「
３
」、
あ
ま
り

満
足
で
な
い「
２
」、
満
足
で
な
い「
１
」の
い

ず
れ
か
に
○
印
を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　
大
変
満
足
「
１
０
０
点
」、
満
足
「
75
点
」、
ふ

つ
う
「
50
点
」、
あ
ま
り
満
足
で
な
い「
25
点
」、

満
足
で
な
い「
０
点
」と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意
見
を

書
い
て
い
た
だ
き
、
２
４
２
件
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

○
花
栽
培
や
花
壇
づ
く
り
に
町
ぐ
る
み
で
協

　
力
し
、
苗
の
提
供
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
あ

　
れ
ば
い
い
と
思
う
。

町
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声
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一
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載
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収
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４
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ル
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３
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っ
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運
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な
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す
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町
並

み
景
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整
備 設

問
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足
度（
点
）
昨
年
度（
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）
点
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環
境
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定
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）

回

答

結
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問
８
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弟
子
屈
町
の
生
活
環
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や
ま

ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ
い
て

の
満
足
度
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

問
10
　�

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
自

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
自

由
記
載
）

※�

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問

　（
問
８
、
問
10
）
の
回
答
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水 と 森 と 人 が 共 に 輝 き、 活 力 あ ふ れ る 自 立 し た ま ち

第５次弟子屈町総合計画

行政評価

結 果
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レ

ビ
な
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情
報
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整
備

（
56
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広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
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、
広
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の
充
実

（
55
）
バ
リ
ア
フ
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推
進

（
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地
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の
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政
の
健
全
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設
問

点
差

設
問

点
差

○�

財
政
の
健
全
化
を
推
進
す
る
た
め

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
や
中
学
校
の
集

約
化
な
ど
が
必
要
だ
と
思
う
。

○�

き
め
細
や
か
な
情
報
提
供
が
ほ
し

い
。
町
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
や

行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
も
っ

と
知
り
た
い
。

〇
高
校
生
が
町
長
と
楽
し
そ
う
に
談

　
笑
し
て
い
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の
を
見
て
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な
ん
て

　
平
和
で
温
か
い
町
な
ん
だ
と
感
動

　
し
ま
し
た
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

人
材

行
政
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摩
周
駅
前
の
広
場
に
、
誰
が
が
見
て
も
わ
か
り

や
す
い
地
図
が
描
か
れ
た
看
板
が
あ
っ
た
ら
良

い
。

○
コ
ロ
ナ
禍
で
社
会
状
況
が
一
変
し
ま
し
た
。

　
テ
レ
ワ
ー
ク
に
適
し
た
地
域
で
あ
る
こ
と
を

　
強
み
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。�

町
民
の
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自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

他
そ
の

38424248
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第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果

さまざまな方法で町の情報を発信

郷土を学び誇れるまちに
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36
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35
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の

た
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道
路
整
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ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
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し

め
る
施
設
や
機
能
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整
備

（
45
）�
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
や
施

設
の
整
備

（
44
）�

芸
術
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
の
整
備

（
43
）�

図
書
館
や
資
料
館
な
ど
の
施

設
や
機
能
の
充
実

（
42
）
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

（
41
）�

幼
児
教
育
や
機
能
の
整
備

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
学
習
の
導

　
入
を
検
討
す
べ
き
。�

○�

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
外
遊
び
が
で
き
る

場
所
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

設
問

点
差

教
育

-100

48474051

46464745444343

満
足
度（
点
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昨
年
度（
点
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策
定
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）

45

（
30
）�

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

46

44

+1

（
31
）�
町
ぐ
る
み
で
育
児
支
援
が
で
き

る
行
政
と
町
民
の
共
同
推
進

48

50
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35

33

（
33
）�

観
光
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い

街
並
み
景
観
の
整
備

（
32
）�

下
水
道
の
整
備
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49

40

39

（
34
）�

公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

散
策
路
の
整
備

+1

42

49

50

（
29
）�

保
育
所
な
ど
地
域
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

-1

46

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

○�

温
泉
と
い
う
観
光
資
源
が
あ
る
の
に
、
町
内

に
温
泉
施
設
が
な
い
の
は
も
っ
た
い
な
い
。

○�

育
児
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
充
実
し
た
さ
ま

ざ
ま
な
サ
ポ
ー
ト
に
満
足
し
て
い
ま
す
。

○
免
許
を
返
納
し
た
場
合
、
町
内
外
の
交
通
手

　
段
に
困
る
。�

○�

町
内
の
施
設
、
建
設
物
、
街
並
み
に
も
っ
と

統
一
感
が
あ
っ
た
ら
良
い
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

43

+2

だれもが安心して教育を受けられる環境づくりを

町の景観について町民の皆さんと談義
（弟子屈町まちなみ探検）
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問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

　町では、新型コロナウイルス感染症防止を考慮した避難所運営の検証訓練を
11月17日、弟子屈小学校体育館で行いました。今年度の防災訓練は「３密」を
回避するために、役場職員と町議会議員および一部の事業者の方のみで実施し
ました。
　未だ新型コロナウイルス感染症が収束を見ない現状においては、避難所内の
避難者同士の間隔を空ける必要があるため、町内で大規模災害が発生した場合
には、学校や摩周観光文化センターなどの大きな避難所を開設しなければなり
ません。これまでの暴風雪や洪水の際には、道の駅、公民館、泉ふれあいセンター
などの小規模の避難所しか開設したことがなく、「①避難所に入る前に検温、消

毒、問診を受ける②避難所内の間隔を空ける、食住を分離する」などの感染対策も行ったことはありません。
　このようなことから、今回の訓練では、「駐車場でも検温し、体調の異常を早期に発見」、「避難所の外では検温や
健康チェックシートにより体調異常者を早期に発見して、健常者と接触しないように移動経路を分離」、「体調不良
者と健常者との避難スペースは別にする」、「居住スペースでは飲食を禁止し、別に食堂を設ける」、「炊出しはせず、
当面は非常食を配布する」、「特に健康要配慮者用には、パーテーションによる
飛沫の流入防止や段ボールベッドを優先利用させる」など、工夫を凝らして検
証を行いました。
　訓練では「健康チェックシートによる体調異常の把握に時間を要する」など
の問題点が確認されたため、今後改善をしていきます。
　避難所内では、着替えや防寒着の携行の他に、「マスクの装着、スリッパの持参」
など、個人ごとにさまざまな感染防止処置が必要なため、広報10月号および11
月号の「防災ワンポイント」をご覧いただき、普段から必要な物品の準備を心
がけましょう。

新型コロナウイルス感染症防止対策を行った避難所運営

防災ワンポイントコーナー

運転免許証を自主返納した方に乗車券などを交付
　交通事故のない安心して暮らせるまちづくりを推進するため、運転免許証を自主返納した高齢者の方などが、
マイカーに依存することなく移動できるよう、交通費などの一部を支援します。

▼交付対象者　
　　次のすべての項目に該当する方が対象です。
　　　盈本町に住民登録されている65歳以上の方、または障がい者手帳をお持ちの方
　　　盈町税などを滞納していない方
　　　盈弟子屈町暴力団排除条例に定める暴力団員などでない方
　　　　※運転免許証を自主返納した日から１年以内に申請が必要です。

▼交付されるもの
　　〇阿寒バス回数券　〇摩周ハイヤー乗車券　〇摩周湖スタンプ商品券
　　※この中から合計２万円分を交付します。

▼申請方法
　　役場環境生活課に次の必要書類を提出してください。
　　盈本人であることが確認できる書類（運転免許経歴証明書・健康保険証・介護保険証�など）
　　盈印鑑　盈申請による運転免許証の取消通知書
　　※�申請後、２週間程度で本人に通知します。

問い合わせ先／役場環境生活課生活係☎４８２‐２９３４（課直通）

弟子屈町運転免許証返納支援事業

検温の様子

段ボールベッドを体験

12広報てしかが 2020.12

ふ
る
さ
と
納
税

返
礼
品
の
品
質
管
理
の
徹
底

を
継
続

雇
用
・
新
産
業
の
創
出

水
回
り
の
充
実

健
康
づ
く
り
の
推
進

産
業
間
連
携
の
推
進

自
然
資
源
の
有
効
活

用 適
切
な
風
景
形
成
の
推

進

施
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

摩
周
湖
水
質
調
査
の
継
続
・
周

辺
市
町
村
と
の
連
携

町
が
有
す
る
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
活
用
と
周
知

ワ
イ
ン
と
チ
ー
ズ
の
商
品
化
に

向
け
た
重
点
的
な
取
り
組
み

情
報
発
信
の
継
続
と
各
種
検

診
の
受
診
率
の
向
上

現
在
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い

な
い
家
庭
の
調
査
・
把
握

川
湯
地
区
の
ホ
テ
ル
跡
地
へ

の
企
業
誘
致

１
　�

屈
斜
路
湖
の
動
力
船
乗
り
入
れ
が
国
で
規
制
さ
れ
る

よ
う
だ
が
、
広
い
湖
な
の
で
、
網
の
目
を
抜
け
て
い

く
よ
う
な
緩
い
規
制
に
な
ら
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り

と
運
用
し
て
ほ
し
い
。
動
力
船
に
限
ら
ず
、
水
上
や

湖
畔
で
の
マ
ナ
ー
も
向
上
し
、
湖
周
囲
の
自
然
環
境

が
保
た
れ
る
適
正
な
利
用
が
持
続
さ
れ
る
こ
と
を
望

む
。

　
町
で
は「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」

の
目
標
年
次
で
あ
る
10
年
後
に
ま
ち
の

将
来
像
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、

行
政
活
動
を
評
価
し
て
改
善
に
取
り
組

む
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
評
価
は
全
部
で
３
階
層
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
１
次
評
価
が
職
員
の
評
価
、
２

次
評
価
が
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

評
価
、
３
次
評
価
は
町
民
の
方
６
人
で

構
成
す
る
町
民
評
価
委
員
会
の
評
価
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
各
評
価
の
内
容
は
、
１
次

評
価
で
は
、
前
年
度
に
行
っ
た
事
務
事

業
と
そ
れ
を
束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２

次
評
価
で
は
、
施
策
の
方
向
性
に
関
す

る
評
価
。
３
次
評
価
で
は
、
評
価
結
果

を
受
け
た
改
善
点
に
関
す
る
評
価
を
行

い
ま
し
た
。

　
２
次
評
価
・
３
次
評
価
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

行政評価

結 果
２
次
評
価（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

に
よ
る
評
価
）の
結
果（
主
な
も
の
）

問い合わせ先／役場まちづくり政策課政策調整係☎４８２‐２９１３（課直通）

３
次
評
価（
町
民
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価
）の
結
果

２
　�

中
心
市
街
地
再
整

備
事
業
に
つ
い
て

は
、
町
民
の
関
心

も
高
い
。
町
民
に

対
し
丁
寧
な
情
報

発
信
を
望
む
。

３
　�

あ
ら
た
な
商
品
開

発
の
勢
い
が
失
速

し
て
い
る
と
感
じ

て
い
る
。
農
協
な

ど
関
係
機
関
を
巻

き
込
み
な
が
ら
、

積
極
的
に
推
進
し

て
ほ
し
い
。

４
　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
各
学
校
で
の

授
業
へ
の
影
響
は
大
き
く
、
教
師
へ
の
負
担
も
増
え
て

い
る
。
学
校
に
お
い
て
も
町
民
が
す
ぐ
に
サ
ポ
ー
ト
で

き
る
体
制
整
備
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

５
　�

公
設
塾
を
常
設
化
し
た
こ
と
か
ら
、
今
後
高
校
へ
の

進
学
率
や
、
高
校
か
ら
の
進
学
の
状
況
な
ど
を
、
し
っ

か
り
把
握
し
、
魅
力
あ
る
高
校
に
な
る
よ
う
推
進
し
て

ほ
し
い
。

６
　�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
に
つ
い
て
は
、
在
任
中
の
支

援
を
行
う
と
と
も
に
、
退
任
後
の
定
住
に
向
け
、
し
っ

か
り
と
し
た
支
援
体
制
を
構
築
し
て
ほ
し
い
。

７
　�

都
市
部
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し

た
こ
と
で
、
地
方
に
移
住
を
考
え
て
い
る
人
が
大
勢
い

る
。
も
っ
と
移
住
政
策
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
。�

８
　�

弟
子
屈
町
が
新
た
な
試
み
と
し
て
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活

用
し
、
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
が
、
発
信
力
が
足
り

て
い
な
い
と
感
じ
る
の
で
、
さ
ら
な
る
工
夫
を
期
待
し

た
い
。

※�

大
き
く
８
つ
の
点
に
つ
い
て
、
今
後
の
課
題
と
在

り
方
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

第５次弟子屈町総合計画　行政評価結果

屈斜路湖の自然環境の保護


